
1 

 

 

 
2 0 2 5 

 

 

Poland-Japan Foundation 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

2025年：激動の世界 架ける、日本とポーランド
の「希望の架け橋」 

2025年は、ポーランド・日本財団にとって、象徴的かつ特別な意義を持つ一年となりま

した 。 大阪・関西万博、第19回フレデリック・ショパン国際ピアノコンクール、そし

てポーランドのEU理事会議長国就任。これらの重大な出来事を通じて、ポーランドは

国際社会における存在感をさらに高めました。 

 

地政学的な緊張や目まぐるしい技術革新、そして山積する社会課題。そんな現代にお

いて、私たちは「日本とポーランドの永続的な関係の構築」という使命を、一貫して

追求し続けています。この特別な一年を形作った、情熱あふれる取り組みの数々をこ

こに紹介します。 
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大阪・関西万博 
100万人が共鳴した、ポーランドと日本の「未来への物語」 

 
昨年、当財団の最も象徴的なハイライトの一つは、 

2025年大阪・関西万博でした。財団のラドスワフ・ティシ

ュキェヴィチ会長は会場を視察し、特に100万人以上の

来場者を迎えたポーランド・パビリオンの熱狂に注目し

ました。 

 

当財団は万博の関連イベントに深く関わり、プロモー

ションや情報発信を通じて、日本との対話と協力、そ

して未来を共に考えるパートナーとしてのポーランド

のイメージを広く浸透させてきました。 

 

大阪・関西万博は、まさに世界が対話するプラット 

フォームとなりました。その中で当財団は、アニメー

ションや映画を制作し https://www.youtube.com/ 

watch?v=xiJGI-j_f8M ポーランドの存在感を伝える 

「物語」を共に創り上げました。 https:// 

www.youtube.com/watch?v=2QDxxGIJHDA 

 
イノベーション、
経済、国際協力 

 

東京で開催された国際カンファレンス 

「Venture Café Global Gathering 

Tokyo」に、当財団が登壇し、世界の最新イ

ノベーション・トレンドを巡る議論を通じて

国境を越えた連携の可能性を提示しました。 

 

特に「Innovation Without Borders（境界

なきイノベーション）」セッションで行われ

た財団会長の演説では、日本、欧州、そして

中央・東欧地域が一体となり、新たなアイデ

ア、先端技術、起業家精神を育む「共創の    

場」を構築することの重要性を強く提言しま

した。 

https://www.youtube.com/watch?v=xiJGI-j_f8M
https://www.youtube.com/watch?v=xiJGI-j_f8M
https://www.youtube.com/watch?v=2QDxxGIJHDA
https://www.youtube.com/watch?v=2QDxxGIJHDA
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新たな戦略的パートナーシップ 
 

当財団は、600社以上の企業と3,000名を超える

プロフェッショナルが結集する「在日米国商工

会議所（ACCJ）」に正式加盟いたしました。

この加盟は、ビジネス、文化、教育、外交の各

分野における協力に新たな可能性をもたらし、 

「日本とポーランドの関係深化」という当財団

のミッションを強力に後押しするものです。今

後はACCJの委員会活動への参画や会員間の交

流を通じ、ポーランド・日本・アメリカの三カ

国間における経済・戦略協力の推進に努めてま

いります。 
 

 

 

当財団は、日本のメディア界の拠点である

「日本記者クラブ（JNPC）」の会員とな

りました。 JNPCへの加盟により、日本の

主要メディアコミュニティへのアクセス

が可能となり、各国の指導者や専門家が登

壇する記者会見・会議への参加機会が開か

れます。これにより、当財団が展開する文

化・教育・科学プロジェクトの可視性を

高め、国際舞台での地位をさらに強化して

まいります。 

 

 
当財団は、Central & Eastern European 

Trade Center, LLC（CEETC）と覚書 

（MoU）を締結し、経済発展とビジネス

関係の強化を目的とした提携を開始しまし

た。 本提携を通じて、貿易、物流、教育、

先端技術、投資、ビジネス観光、クリエイ

ティブ産業など、多岐にわたる分野での機

会創出と発展に取り組んでまいります。 

 

 

これらの戦略的な歩み より、当財団はビジネス、専門家、そして

ジャーナリズムの各コミュニティを繋ぎ、多角的な対話を生み出す

プラットフォームとして、その貢献をさら 加速させています。 
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地域外交と政府間協力 
都市や地域こそが、国際関係を形作る「真のアンバサダー」である——。当財団はこうした視点に

立ち、ポーランドと日本の各地方政府との関係構築を一貫して推進しています。 

 

青木英二目黒区長および目黒区ポーランド友好連盟の代表者との会談において、目黒区を拠点とし

たさらなる友好関係の促進や、共同プロジェクトの実施に向けて、具体的かつ前向きな意見交換が

行われました。ポーランド大使館が所在する目黒区は、長年にわたりポーランドの広報活動を支え

てくださっています。 

 

 

 

静岡県浜松市を訪問し、中野祐介

市長と会談いたしました。浜松市

とワルシャワ市の間には、1990年

代から続く深い協力関係がありま

す。アクトシティに立つワルシャ

ワ・ショパン像のレプリカは、両

都市の絆を象徴する存在です。会

談では、ショパンの音楽を共通言

語とした、将来的な協力の可能性

ついて語り合いました。 
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駐広島ポーランド共和国名誉総領事の

苅田知英氏と会談し、中国地方の特性

を活かした文化・科学・経済分野での

連携について議論しました。平和の象

徴である広島は、国際的な外交・市民

活動において常に先導的な役割を果た

しています。人道的かつ異文化的なプ

ロジェクトを展開するための、極めて

特別な舞台として、今後の協力に大き

な期待が寄せられました。 
 

当財団は急速な発展を遂げる北海道

との交流を本格化させました。道庁

代表者との協議では、文化プロジェ

クトや青少年交流プログラムの実施

計画を話し合いました。アイヌ文化

研究者であり、ユゼフ・ピウスツキ

の兄でもあるブロニスワフ・ピウス

ツキの遺産、そして現地のポーラン

ド人コミュニティの存在により、北

海道は当財団にとって極めて重要な

意味を持つ地域となっています。 

 

ワルシャワおよびクラクフの当局代

表者との協議では、文化・経済の両

面における日本との長年にわたる密

接な関係を再確認しました。2025年

大阪・関西万博における各都市・地

域のプロモーションや、ポーランド

と日本の関係をさらに強固にする共

同プロジェクトの可能性について    

も、 

戦略的な話し合いが進められました。 
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音楽と芸術 
言葉を超えた相互理解の共通言語 

コンサートと音楽イベント 
音楽は、当財団の活動において最も重要な柱の一つであり続

けています。 

 

5月、東京・大田区民プラザにて、当財団主催による「春のピア

ノコンサート」を開催いたしました。このイベントは、ポーラ

ンドのEU理事会議長国就任を祝すとともに、来る第19回ショ 

パン国際ピアノコンクールの機運を高めるプロモー 

ションを目的としたものです。 

 

ピアニストの里見有香氏による演奏は、会場を埋め尽くした

観客から熱狂的な喝采を浴びました。ショパンをはじめとす

るポーランド人作曲家の名曲を見事に解釈し、その情熱的で

繊細な調べは、聴衆の心を深く捉え、魅了しました。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=5HdIuZAEk0A 

 

 

10月、東京にて当財団の後援による「ポーラ

ンド×日本 友情コンサート」が開催されまし

た。会場には、クラシック音楽の愛好者のみ

ならず、ポーランドと日本の文化交流の支援

者が集いました。繊細なフルート、深く豊か

なチェロ、そして温もり溢れるピアノ、これ

ら三つの楽器が織りなすハーモニーは、まさ

に「友情と相互理解」という感動的な物語を

紡ぎ出し、聴衆を至福のひとときへと誘いま

した 。 

 

https://www.youtube.com/watch? 

v=PF2rGr3wfj8 

 

ワルシャワで開催された第19回

ショパン国際ピアノコンクールを

記念し、当財団は色彩豊かで躍動

感あふれるコミック『小犬のワル

ツ』を制作いたしました。このユ

ニークな一冊は、読者にフリデリ

ック・ショパンの素顔とその音楽

が持つ不思議な魔法をより身近に

感じていただける仕上がりとなっ

ています。 

https://www.youtube.com/watch?v=5HdIuZAEk0A
https://www.youtube.com/watch?v=PF2rGr3wfj8
https://www.youtube.com/watch?v=PF2rGr3wfj8
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展覧会・芸術プロジェクト 
財団はまた、ポーランドと日本の豊かな文化を紹介する様々なイベン

トを支援・プロモーションいたしました。これらの活動は、両国の観

客の間に新たな「出会い」と「感動」、そして深い「対話」が生まれ

る貴重な場を創出しました。 

 

当財団は、京都国立近代美術館で開催された「〈若きポーランド〉―

色彩と魂の詩  1890-1918展」をプロモーションいたしました。19世紀

末から20世紀初頭にかけてのポーランド人アーティストによる、絵

画、版画、家具、織物など130点以上の傑作が集結。印象派や日本の

浮世絵といった西洋・東洋の双方から受けた影響と、ポーランド独自

の文化的伝統が見事に融合した美の世界をお届けする貴重な機会とな

りました 。 

 

https://www.youtube.com/watch?v=lme28TaqF00 
 

https://www.youtube.com/watch?v=lme28TaqF00
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当財団は、写真および社会プロジェクト 

「InSight FarEast」のメディア後援を行い

ました。本プロジェクトは、極東諸国の歴

史的・文化的遺産を広く紹介することを目

的としており、一連のセミナーや連載記    

事、写真展を通じて、日本の歴史や文化を

ポーランドの人々により身近に感じてもら

うための架け橋となっています。 

 

当財団は、ポーランドのラチブシュで開催

された「おもしろいスタイルの日本文化」

イベントの後援をいたしました。 

当財団は、大阪の扇町ミュージアムキュー

ブで開催された、夜間展覧会シリーズであ

る「扇町ナイトミュージアム」の推進事業

を支援いたしました。 

 

 

当財団は、東京にて開催されたポーランド

人アーティストによるトロンボーン・ジョ

イント・リサイタルのプロモーションを支

援いしました。プログラムには、ポーラン

ドおよび世界で活躍する著名な作曲家の作

品が並び、その力強くも繊細な演奏で聴衆 

を魅了しました。 
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映画―スクリーン 映る情熱：日本で輝くポーランド人の物語― 

Trailer: httfis://www.y outube.com/watch?v=VO2Hm/-YI8A 

 

2025年、当財団が手掛けた最も重要な

映画プロジェクトは、ドキュメンタリ

ー作品『遥かなる日本へ〜ポーラン    

ド人の情熱と成功の物語〜』です。本

作は、日出ずる国・日本で暮らすポー

ランド人たちの情熱、キャリア、そし

て成功の軌跡を追ったドキュメンタリ

ーです。現代の在日ポーランド人コミ

ュニティの活発な姿を描き出し、両国

の間に永続的な架け橋を築く彼らの真

摯な貢献を浮き彫りにしています。ま

た、本作のポスターは、ポーランドを

代表する世界的なポスター作家、アン

ドジェイ・パゴフスキ氏がデザインを

手掛けました。 

 

その後、上映の舞台はポーランドへと移

り、12月27日にはワルシャワの文化科学

宮殿内にある「キノテカ」、29日には    

ビャウィストクの「ファマ・クラブ」で

開催されました。いずれの会場も満員御

礼となり、上映後にはゲストの皆様と刺

激的な対話が繰り広げられました。 

 

 

10月30日、東京・渋谷区のユーロライブに

てプレミア上映会を開催いたしました。会

場には、在日ポーランド人コミュニティ、

在日ポーランド共和国大使館、外交団、ビ

ジネス、メディア関係者、そして日本にお

けるポーランドの友人たちが集まり、華や

かな幕開けとなりました。 

https://www.youtube.com/watch?v=VO2Hm5-YI8A


10 

 

 

 

大阪・関西万博の期間中、東京にてポーランド映画協会（PISF）と映

像産業振興機構（VIPO）の共催による「ポーランド・日本映画ミー

ティング」が開催されました。両国から26社もの映画関連企業が参加

し、双方の製作実績の紹介や経験の共有、さらには共同製作や資金調

達に関する戦略的な議論が行われました。当財団のラドスワフ・ティ

シュキエヴィチ会長も出席し、ドキュメンタリー作品『遥かなる日本

へ〜ポーランド人の情熱と成功の物語〜』のプロモーションを通じ

て、映像分野における両国のさらなる連携を推進しました。 
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歴史と共感 
当財団は、両国が共有してきた歴史を振り返り、そこ 

に宿る「勇気、連帯、共感」こそが、過去から現在、

そして未来へと続くポーランドと日本の関係の揺る    

ぎない礎であることを強調しながら、歴史に関連する

活動を継続しています。 

 

アウシュヴィッツ収容所解放80周年という節目

に、当財団のラドスワフ・ティシュキェヴィッ

チ会長が福島県白河市にある「アウシュヴィッ

ツ平和博物館」を訪問しました。2003年から 

NPO法人として運営されている同館は、収容所

の凄惨な歴史を伝える展示や、これまでに延べ5

万人もの来館者に平和を訴える教育活動を行っ

ています。当財団は、同館の尊い活動に深く敬

意を表し、このたび支援会員となりました。 

 

 

 

 

 

 

当財団のラドスワフ・ティシュキェヴィチ会長    

は、ニュースと音楽のイベント「The 80th 

Anniversary of the End of World War II: 

Reconciliation in Europe and Asia」にスピー

カーとして登壇いたしました。討論では、ポーラ

ンド・ドイツ・フランス間の和解の歴史に加え、

日本と韓国、その他のアジア諸国との関係の変遷

に焦点が当てられました。ライブパフォーマンス

を通じ、言葉の壁を超えた音楽が、平和を促進し

深い感情を呼び起こす重要な役割を果たすことが

改めて確認されました。 

https://www.youtube.com/watch? 

v=oEK9ssR6x4M 

 

第二次世界大戦中、リトアニアのカウ

ナスで「命のビザ」を発給し、多くの

ポーランド市民を含むユダヤ人を救っ

た外交官・杉原千畝氏。その勇気と博

愛の精神を称えるため、会長は岐阜県

八百津町の「杉原千畝記念館」および

ポーランドのカウナスの「杉原記念館 

（杉原ハウス）」を訪問しました。 

https://www.youtube.com/watch?v=oEK9ssR6x4M
https://www.youtube.com/watch?v=oEK9ssR6x4M


12 

 

 

 

八百津町の杉原千畝記念館とカウナ

スの杉原記念館（杉原ハウス）での

会談では、杉原氏を記念する共同の

教育・文化プロジェクトの実施につ

いて具体的な議論が行われました。

当財団は、彼の「道徳的責任、勇     

気、他者への善意」という普遍的な

物語を、ポーランドと日本の両国で

より広く普及させることを目指して

います。 

 

ポーランドのビャウィストクにあるシベリア

記憶博物館において、財団の会長と、同博物

館の館長との会談が行われました。会談で    

は、教育・文化分野における協力強化の計画

について議論されました。同館には、100年

以上前に日本の支援によって救出された「シ

ベリア孤児」の写真や、研究者ブロニスワ

フ・ピウスツキの資料など、日本と深い縁を

持つ貴重な資料が多数収蔵されています。 

2024年には同館の代表団が訪日し、敦賀や神

戸などで救出100周年の式典に参列するな 

ど、草の根の絆を強めています。 
 

 

当財団は、2つの重要なソーシャルメ    

ディアキャンペーンを展開しました。一

つは「2025年大阪万博」におけるポーラ

ンドの魅力を発信し、文化とイノベーシ

ョンを強調するもの。もう一つは、ポー

ランドにとっても歴史的転換点となった

「日露戦争勃発120周年」を記念するも

のです。この衝突が持った歴史的意義を

照らし、ポーランドと日本の共通体験を

改めて強調することを目指しました。 
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【知の拠点】ポーランド・日本シンクタンク 
2025年、当財団は独自のシンクタンクを設立いたしました。これは、ポーランド、欧州、

そして日本の三者間における未来の関係性を分析し、専門家による対話と戦略的な考察を

深めるための新たなプラットフォームです。また、以下の出版物の刊行を行いました。 

  Towards EU–Japan Relations: A Strategic Partnership at a Pivotal Juncture: https:// 

polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/07/Towards-EU%E2%80%93Japan-Relations.pdf 

 The EU AI Act and the Japan’s AI law share the same a human centric approach but only one of them has 

teeth:     https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/11/The-EU-AI-Act.pdf 

  Unlocking Opportunities for Japanese-European Cooperation in the Global South: https:// 

polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/11/Unlocking-Opportunities-for-J    apanese- 

European-Cooperation-in-the-Global-South.pdf 

  A means to an end and an end in itself: https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/12/ 

A-means-to-an-end-and-an-end-in-itself.pdf 

  Challenges and Opportunities Opened by the Rising Biotechnology and Bioeconomy in the Context of 

Japan: https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/12/Challenge-and-Opportunities.pdf 

 

https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/07/Towards-EU%E2%80%93Japan-Relations.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/07/Towards-EU%E2%80%93Japan-Relations.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/11/The-EU-AI-Act.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/11/Unlocking-Opportunities-for-Japanese-European-Cooperation-in-the-Global-South.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/11/Unlocking-Opportunities-for-Japanese-European-Cooperation-in-the-Global-South.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/11/Unlocking-Opportunities-for-Japanese-European-Cooperation-in-the-Global-South.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/12/A-means-to-an-end-and-an-end-in-itself.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/12/A-means-to-an-end-and-an-end-in-itself.pdf
https://polandjapanfoundation.com/wp-content/uploads/2025/12/Challenge-and-Opportunities.pdf
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北海道訪問中の当財団のラドスワフ・ティシュケヴィチ理事長は、北海道大学スラブ・ユーラ

シア研究センター（SRC）所長の長縄宣博教授と会談しました。同センターは中央・東欧研 

究における世界有数の学術拠点であり、ポーランドにとっても重要な役割を果たしています。

会談では、共同プロジェクトの実施や、当財団が新設したシンクタンクへの支援など、今後の

協力の展望について活発な意見交換が行われました。 
 

東京にて日本国際交流基金の代表者と会談し、財団との関係をさらに強固にするための新たな

協力分野について協議いたました。特に、2026年にポーランド・ポズナンで開催予定の 

European Association for Japanese Studies（EAJS）国際会議への国際交流基金の関与の

可能性については、重要な議題として建設的な話し合いが進められました。 
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当財団の新たな象徴となるヒロ

イン「アニャ（Ania）」をご紹

介いたします。アニャは、才能

豊かな日本の若手アーティスト・ 

KAMU氏（@kamu_4422） 

によって生み出された、躍動感

あふれるキャラクターです。アニ

ャはエネルギー、楽観主義、そし

て若々しい新鮮さを体現してお

り、現代のポーランドと日本の

絆のユニークさを見事に反映し

ています。 

財団のさらなる飛躍へ 
当財団のポーランド本部は、ワル

シャワのビジネスおよび文化の中

心地として急速な発展を遂げてい

るヴォラ地区の近代的なオフィス

ビル「コンセプト・タワー」に移

転いたしました。今回の移転は、

文化・科学・教育・起業といった

多岐にわたる分野で、ポーランド

と日本の対話をこれまで以上に効

果的に支援していくための重要な

一歩となりました。 
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未来を見据えて 
2025年は、ポーランドと日本の対話に極めて大きな可能性があることを証明した一年でした。 

その歩みの中で、当財団は協力のイニシエーター（発案者）、パートナー、そして促進者と

して、かつてないほど重要な役割を担うようになりました。当財団を信頼し、この素晴らし

い旅路を共にしてくださった全てのパートナー、諸機関、芸術家、科学者、そして友人の皆

様に、心より深く感謝申し上げます。 

 

幕を開けた2026年は、私たちに新たな始まりと無限の機会をもたらしてくれます。皆様が健

やかに、そして情熱と計画を追求するための活力に満ちた一年を過ごされますよう、当財団

一同、心よりお祈り申し上げます。 

 

2026年が、さらなる対話を生み、ポーランドと日本の関係がより一層深く、豊かなものになる

年となりますように。 

 

新年あけましておめでとうございます。 
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